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第2回 平成25年7月18日
「江戸東京たてもの園の保存公開活動」
建築史家東京都江戸東京博物館研究員 米山 勇
江戸東京たてもの園について
私が勤務する東京都江戸東京博物館の分館，江戸東京たてもの園（以下，たてもの園）は，1993
年（平成5）3月28日に開園した野外博物館である。都立小金井公園の中に位置し，敷地面積は
約7ヘクタール，園内には江戸時代から昭和初期までの，30棟の復元建造物が建ち並んでいる。
たてもの園ができる前，同敷地には古代住居や江戸時代の農家を移築展示する「武蔵野郷土館」
があった。現在，たてもの園に復元されている建造物のうち，天明家，吉野家，鍵屋，伊達家の
門，奄美の高倉は，武蔵野郷土館時代にすでに展示されており，たてもの園が引継いだものであ
る。
次に，たてもの園の復元建造物のうち主要なものについて紹介する。
前川國男邸 昭和17年（1942） 旧所在地:品川区上大崎3丁目
建築家前川國男（19051986）の自邸。戦時下に竣工した建物は，建築面積資材ともに統制
されるなか，いかに豊かな居住空間を実現できるかに，建築家の創意が結集されている。主要な
ファサードである南側外観は，5寸勾配の切妻の大屋根と，伊勢神宮の棟持柱を思わせる円柱が
印象的。内部では，中央の居間が最大の見どころである。天井を高くし，ロフト状の2階と立体
的につなぐことにより，空間が劇的に流動する。このような空間構成には，前川と親交が深かっ
た土浦亀城の自邸（昭和10）の影響を指摘することもできよう。90度回転する戸袋，ディスプレ
イ機能をもった棚，ダイナミックに開閉する大扉など，意欲的かつ実験的なデザインが随所に散
りばめられた住宅である。
デラランデ邸 明治43年（1910）ころ 旧所在地:新宿区信濃町
平成25年（2013）4月に公開された，たてもの園30棟めの建造物。この建物をもってたても
の園の復元事業は完了した。元は平屋建ての洋館だったが，明治43年（1910）ころ，ドイツ人
建築家ゲオルグデラランデにより3階建てとして大規模に増築された。その後，何回か所有
者が変わったが，昭和31年（1956）から，三島海雲氏がこの住宅に住んでいた。ユーゲント
シュティールの優雅な洋館である。
武居三省堂 昭和2年（1927） 旧所在地:千代田区神田須田町1丁目
関東大震災後に建てられた「看板建築」は，名前のとおり，看板のようにせりあがった平板な
外観が特徴である。武居三省堂（さんしょうどう）は明治期創業の文具店。店名は中国の古典にあ
る「吾日三省吾身」に由来する。間口が狭く背が高い典型的な看板建築で，マンサード屋根の3
階（屋根裏部屋）を持つ。店内のいたるところに商品棚が設けられており，とくに両脇に造りつ
けられた350の桐箱は圧巻だ。
万世橋交番 明治後期（推定） 旧所在地:千代田区神田須田町1丁目
正式名称は須田町派出所。神田の万世橋のたもとにあった瓦造建築である。瓦造の移築は
（「大ばらし」などの特例を除いて）原則的に不可能だが，この建物の場合規模が小さいので，トレ
ーラーに乗せてまるごと運ぶことが可能となった。
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丸二商店 昭和初期 旧所在地:千代田区神田神保町3丁目
昭和初期に建てられた荒物屋。最大の見どころは，外壁一面に張られた銅板。よく見ると5通
りのパターンに張り分けられており，向かいに復元されている植村邸とともに銅板職人の技の粋
を見ることができる。
情景再現と演示～「リアルな時代性」の演出
最後に紹介した丸二商店の1階内部には，やかんやじょうろ，ネズミ捕り器など，さまざまな
「荒物」が飾られている。これらは，丸二商店にもともとあったものではなく，移築後に購入し，
設置したものである。同様に，小寺油店の酒瓶や黒電話，武居三省堂の文具なども建物にもと
からあったものではない。このように，建物を展示する際には，時代性をリアルに感じさせるた
めの「演示品」の存在が大きな意味をもつ。
また，丸二商店と花市生花店の間にある路地は，昭和初期の雰囲気を色濃く漂わせており，し
ばしばテレビや映画のロケに使われる。この路地に，洗濯物や布団を干したり，ホーロー看板を
張ることにより，よりリアルな昭和初期の空気を再現することも試みている。
展示において「リアルさ」はもっとも重要な因子だが，それは事実を徹底することによっての
みもたらされるものではない。時には「フィクション」も織り交ぜながら，訪れる人に「リアル
な時代性」を体感してもらうことが肝要であろう。
第3回 平成25年10月31日
「野戦郵便から見えてくる歴史像」
本学歴史文化学科専任講師 小野寺 拓也
日常史研究は，1970年代後半以降欧米で広がっていった研究手法である。学生運動やベトナ
ム反戦運動，公民権運動，環境保護，第二派フェミニズムなど，保守的権威主義的な政治社
会体制に対する「異議申し立て」。そうした時代の雰囲気を歴史学にも持ち込み，政治家や軍人，
科学者や芸術家など「偉人」を中心とした歴史叙述や，社会構造の分析のような抽象的で「顔の
見えない歴史」に抗って，歴史の大部分をなす「ふつうの人びと」を分析の対象とすることを要
求した。「幹線道路」しか追わない伝統的歴史観は，ともすれば「一方向的」「必然的」なものと
して歴史を捉えがちで，歴史に数多く含まれているはずの複雑さや多様性，可能性を見落として
いる可能性があり，そのためには，有名でも何でもない市井の「ふつうの人びと」の視点，生活
や体験から社会を考える，「下から」の歴史をつくる必要があることを提唱したのである。
そうした日常史研究が利用する史料が，いわゆる「エゴドキュメント」と呼ばれる史料群で
ある。具体的には，①日記，手紙，写真，捕虜の盗聴記録，②自叙伝，インタビュー，裁判記録
といったものがこれに該当する。野戦郵便を含む①のグループの特徴は，出来事とほぼ同時に史
料がつくられたという点にある。②のように，出来事からしばらく経って作成された史料には，
「伝記的幻想」，つまり記憶が事後的に選択されたり，あるいは出来事本来の文脈とは違う文脈に
位置づけられて，その人の人生があたかも最初から何らかの目標や一貫性に従っていたかのよう
に整理されてしまう危険性がある。従って，矛盾を含めた複雑で多様な人間のあり方を見るため
には，①の史料群を中心に見ていく必要がある。
第二次大戦期のドイツでは，野戦郵便に対する検閲が行われていた。はさみによって開封し公
然と検閲されたのち，「検閲済み」スタンプが押されて「銃後」へと送られた。軍事上の秘密を
漏らしたり政府や軍を批判すると，場合によっては「国防力破壊」の罪で処罰される危険性もあ
った。しかしいくつかの実例が示すように，実際の手紙は驚くほど率直であり，場合によっては
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ヒトラーや軍指導部の批判をも辞さない。こうした率直さには
いくつかの理由が考えられるが，いずれにせよ検閲という制限
はあったものの，かなりの程度兵士は率直に記していたと多く
の研究者は考えている。
ドイツでは現在十数カ所の文書館で野戦郵便が保管され，誰
でも読むことができる。それらの文書館は，①収集家がかつて
私的に収集された手紙がその死後に寄贈されたケース，②郷土
史としての関心から，80年代以降地方の文書館が収集し始め
たもの，③プロジェクトによって体系的に収集しているものの
三タイプに分類することができる。
本講演ではそのほか，実際の手紙からどのようなことがわか
るのか，いくつかのテーマを列挙した上で，その具体的な内容
を史料として配布した。
第4回 平成25年11月29日
「三島由紀夫と能楽 金沢を視点として」
金沢大学人間社会研究域歴史言語文化学系教授 杉山 欣也
昭和期の作家三島由紀夫は，幼少時より能楽に親しみ，謡曲を翻案した戯曲集『近代能楽集』
を発表したほか，小説創作においても能楽からの影響を公言した。三島の能楽との出会いは，学
習院中等科一年時に母方の祖母に連れられて「三輪」を見たことであった（「日本の古典と私」
19681『山形新聞』ほか）。昭和初期の「山の手の中流家庭」において，能楽に親しむ家族がいて
も珍しくはないが，この祖母が加賀藩の漢学者の家柄であったことから，本発表では「金沢」と
いう場所を視点に三島と能楽の問題を考えてみた。
三島の母方の祖母橋トミは明治七年に金沢で生をうけた。岡山典弘「三島由紀夫と橋家も
う一つのルーツ」（20119『三島由紀夫研究』）によれば，トミの「養家が金沢の素封家であったこ
とから加賀宝生に親しんだものと思われ」，橋家の上京後「東京では，観世流の謡を稽古した」
という。
また，金沢が舞台のひとつとなった小説に「美しい星」（19621～11『新潮』）がある。自らを
太陽系の別々の星から来た宇宙人であると信じる一家が，水爆による滅亡を目前にした人類救済
のために活動を行うという，異色のSF風小説である。その一家の娘暁子は自らを金星人と信
じ，同じく金星人であると自称する金沢の青年竹宮薫に会うため，金沢を訪れる。竹宮家は古
い武家屋敷に住む金沢の名家で，幼い頃から謡曲を習い，「道成寺」の披キで乱拍子を待ってい
るとき，自らが金星人であることを自覚したという。「美しい星」では舞台である金沢の情景と
ともに「金沢藩における謡曲の民衆への浸透」について語られている。本発表では，それを金沢
の能楽に関する資料から検証し，その誤りなどを指摘した。
三島にとって能楽は「裡に末世の意識を秘めた，ぎりぎりの言語による美的抵抗」（「私の遍歴
時代」19631～5『東京新聞』夕刊）であり，戦争末期の日本にふさわしい終末観を三島に与えた
が，世界を一瞬で終わらせる核兵器を背景とした東西冷戦の時代に，その終末観がどこまで「美
的抵抗」として有効であるかを三島は問うていた。その時期に金沢の能楽を背景として書かれた
「美しい星」の意味について，今後も考察したい。
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写真:第二次世界大戦，ロシア戦線
で故郷からの手紙を読む，ド
イツ国防軍兵士
第5回 平成26年3月12日
「美術と三井（三越）呉服店高橋義雄と日比翁助の百貨店美術館構想」
公益財団法人東京都歴史文化財団学芸員 田中 裕二
山口昌男は三越を「文化装置としての百貨店」であり「高橋義雄，日比翁助の三越は芸術学
術文化情報の集積センター機能を果たすべく，かなりの人物を集めた」（山口昌男『「敗者」の精神
史』）と，知のネットワーク形成に着目した。
次に，近代日本では美術館博物館の整備が遅れたため，その特別展の会場として百貨店が美
術展示場を持ち，公共の美術館機能を代行してきたと，日本の特異性を指摘したのが岩渕潤子で
ある（『美術館の誕生』）。
そして，「日本美術史のなかでも重要な出来事の多くが，百貨店の美術展を舞台として展開さ
れてきたことは大いに強調されていい」と，独自に発展してきた百貨店の美術史を評価する動き
もある（暮沢剛巳『美術館の政治学』）。
それでは，高橋義雄（箒庵）と日比翁助2人の経営者が，なぜ百貨店に美術を鑑賞販売する
機能を付与したのだろうか。高橋は慶應義塾卒業後に時事新報を経て，米国に留学。フィラデル
フィアで当時米国随一と言われたワナメーカー（Wanamaker）百貨店を視察。この経験が後年，
三越経営に役立つことになる。
高橋義雄は1888年（明治21），米国から英国に渡り，日本名誉領事のゼームズロードボー
ズ氏と出会い，日本美術に目覚め「美術鑑賞家」となった。また，欧洲での美術館体験から，美
術館の設置は，その「利便性」と「民衆啓蒙」のため公開性が重要な要素であり，将来的には都
市計画上の公共政策として，日本でも国立美術館を設置すべきという考えを抱くようになる。
一方，高橋の後継者，日比翁助はデパートメントストア宣言で「美術的展覧会」を唱え，美術
品販売を行う新美術部を設置。その目的は，①公衆への教育普及効果，②安全な絵画販売市場の
確立，③審美眼を持った鑑賞家教育に集約される。
武士の嗜みのひとつとして絵画の手解きを受けていた日比翁助の素養も，三越に絵画の展示と
販売を導入した遠因となったといえよう。慶應義塾で福澤諭吉から「国家の基礎は実業にあり」
と薫陶を受け，実業界から報国する道を選択。その報国の根本には私利私欲や企業利益という利
己的な理由ではなく，広く公衆に開かれたパブリックストアーとしての百貨店を目指すという
理想があった。
最後に，日本独自の発達を遂げたと言われてきた，近代日本の百貨店における美術の展覧につ
いてであるが，1861年（文久元）に開店した米国フィラデルフィアの百貨店ワナメーカーは，
1881年（明治14）既にアートギャラリーを開設。1892年（明治25）パリのサロン絵画を店内装
飾及び展覧会のために購入を開始し，1894年（明治27）にはナポレオンの歴史展を開催するなど，
教育啓蒙を目的とするいわゆる「展覧会」を百貨店で開始していた。現在では忘れられた米国の
百貨店における展覧会の開催は，ワナメーカーが三越に先んじて行っていたことが，筆者の資料
調査で明らかになってきた。詳細については，後日論文にまとめて発表する予定である。
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